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論 文 内 容 の 要 旨

 緒言

 肝門守および重症肝破裂時には，大量出血をきたし，

出血死をきたすことも多く，予後も不良である．このよ

うな症例を救命するために，ショック対策は当然の処置

として，緊急止血が必要である．緊急一時止血をおこな

い，循環動態の改善を待ち，充分な入員をそろえ，その

後永続的止血法を行なえば，肝理性，重症肝破裂例の

救命率は向上すると思われる．肝一時止血法はPringle

法，ガーゼ充填，肝動脈結紮，肝血流完全遮断法がある

が，一長一短がある．

 1961年以来凍結外科は急速に普及発展している．冷却

剤として炭酸ガス，笑気，フレオン，液体窒素が用いら

れ，臨床各分野で凍結治療は行なわれている．外科分野

においては凍結壊死現象を利用しているのが一般的であ

るが，凍結により止血効果があるとの報告もみられる．

それ故著者は凍結固形化現象を肝緊急一時止血に応用す

ることを考え，イヌにて実験を行なった．

 実験目的

 肝破裂断面よりの出血に対し，凍結一時止血ができる

か否か，凍結一時止血処置の難易さ，凍結止血中に永続

的止血法である断端血管結紮，およびマットレス縫合止

血が簡単に，時間的余裕をもつてできるか否かを調べ

た．超低温物質を腹腔内に散布することによる安全性，

合併症の有無を調べ，また液体窒素の細菌学的検査を行

なった．

 実験方法

 22．0～23．0℃の室温で，雑種成犬を使用した．麻酔に

はラボナールを用い，上腹部正中切開で開腹した．11

頭中8頭にメスを使い約10×10×5cmにわたる肝破裂

を，3頭にスプーンで肝をえぐり約10×10×2cmの肝

破裂を作成した．凍結手技は学理社町液体窒素容器，ク

ライオジェットを使用し，クライオジェット先端に内径

3mmのアルミ管をとりつけ噴射法にて行なった．液

体窒素噴射量は。・3kg／cm2， L 57ml／secの条件で行なっ

た．乾かーゼで肝と他臓器を遮閉し，液体窒素が他臓器

へ散布流入することを防止した．術後水性懸濁ペニシリ

ンG30万単位を筋肉内投与した．

 液体窒素の細菌学的検査は液体窒素30秒間噴射，笑気

30秒間噴射，空中30分間放置の3群を作りBTB培地，

血液寒天培地，GAM培地を使用し，37．0℃の環境で7

日間培養し，集落数および菌種を調べた．

 実験結果および結論

 1）肝凍結一時止血完了時間は収縮期圧に左右され，

収縮期圧を100mmHgにコントロールした場合，14～28

秒の短時間内に完了し，5分12秒～10分40秒の間に再出

血をきたした．

 2）一時止血時間を反復凍結により延長することがで

き，永続的止血の妨げにならなかった．

 3）本法による一時止血は限血法であるPringle法お

よび肝流入血管完全遮断時のような時間的制約がない．

このため阻血時間に注意をはらう必要はない．

 4）手技は簡単で，少人数で行なえる．

 5） 屠殺肝組織所見は凍結部の肝細胞が消失し，結合

組織におきかえられていた．
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 6）液体窒素噴射凍結一時止血を11頭に行なったが，

9頭に合併症を認めなかった．1頭は低体温で，1頭は

肝凍結中に反射性と思われる心停止で死んだ． 1

 7）血清GOT， GPT， LDH，総ビリルビン値を調べ

たが，肝凍結後一過性に上昇し，2週間後には正常値を

示した．

 8）細菌学的検査では病原菌を認めず，いずれも空中

の非病原菌と思われた．液体窒素を噴射することによっ

て生ずる特異的な細菌を認めなかった．

 以上より，本法は従来の一時止血法に比べ勝る点もあ

り，特に夜間などの出血死をきたすような重症肝破裂例

に応用した場合，有用であると思われる．

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は重症肝破裂の出血死防止の対策として液体窒素噴射による凍結止血を応用することを考

え，これを犬を用いて実験した結果，臨床に応用しうるものであることを明らかにしたもので，臨床

医学上価値あるものと認め．る．
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